令和元年度　第１回
市立室蘭看護専門学院運営協議会・会議録（要旨）
日　時　：　令和元年５月２８日（火）午後６時４５分～
会　場　：　市立室蘭看護専門学院　視聴覚室Ｂ 

出席者　：　会　長　　金　戸　宏　行　（市立室蘭看護専門学院　学院長）
委　員　　野　尻　秀　一　（室蘭市医師会　会長）
前　田　征　洋　（室蘭市医師会　副会長）
　　　　　　　　　　　　松　本　朋　史　（登別市　保健福祉部長）
　　　　　　　　　　　　塚　田　秀　子　（製鉄記念室蘭病院　看護部長）
成　田　栄　一　（室蘭市　保健福祉部長）
　　　　　　　熊　谷　広　美　（市立室蘭総合病院　看護局長）
　事務局　：　山本学務課長、髙橋副学院長、大谷主幹、篠原主幹

【事務局】　山本学務課長
18：45　令和元年度第１回市立室蘭看護専門学院運営協議会を開催。
＞事務局より、４月１日付にて学院職員の異動はないが、前年度札幌市で看護教員養成講習会を受講していた秋次主任が講習を修了。
＞この後の議事進行については、金戸会長にお願いしたい。
【金戸会長】

＞それでは、令和元年度第１回市立室蘭看護専門学院運営協議会を開催。

報告事項（１）令和元年度年間行事計画実施予定から、（５）平成３０年度予算執行状況

及び令和元年度予算概要までを事務局から一括して説明をお願いしたい。
＞なお、質問等については（１）から（５）の説明が終わってから、お受けすることとし
たい。
【事務局】　大谷主幹
■（１）令和元年度年間事業計画予定について
＞すでに４月１２日に入学式、４月１７日~１９日まで３学年の研修旅行を終えている。

ボランティア活動として本学院の理念に掲げているヒューマニティーの醸成をねらいとして、港まつりの市民踊りや介護保健施設、リレーフォーライフ等に参加予定。
本学院の魅力をアピールするために７月１３日に学院祭を兼ねてオープンキャンパスを実施。例年、約１００名弱が参加。
１１月８日に看護のこころを誓う式、２月１６日に第１０９回看護師国家試験、３月４日に卒業式を予定。
【事務局】　髙橋副学院長
■（２）平成３０年度看護師国家試験の合格状況について

＞国家試験の必修問題は４０点以上が合格の通常通りのボーダーラインとして設定。
一般・状況設定問題は２５０点中１５５点がボーダーライン。平成２６年度以降、ボーダーラインが低めに経過している。

＞平成３０年度は現役受験生が６４名、既卒受験生は１名の６５名が受験。

既卒生は合格。現役生が２名不合格。

＞国家試験の得点にもばらつきが著明になっているのが今年の特徴で、高得点で合格した卒業生もいるがボーダーぎりぎりで合格した卒業生も数多くいる。
混在している状況の中、継続教育をお願いするので臨床も困難感を強く感じるのではないかと危惧している。一人ひとりの状況を見極めながら対応をお願いしたい。
■（３）平成３０年度卒業生の進路状況

＞６４名が卒業。就職者が６３名、内訳が室蘭市４７名・登別市９名、合わせて５６名全体の８７．５％が西胆振に就職。他に道内では札幌に５名、日高に１名、余市に１名。平成３０年度に関しては道外に就職者はなし。
＞１名国家試験は不合格になり准看護師資格は有しているが、本人の希望で就職をせずに進路を模索している学生がいる。
【事務局】　山本学務課長
■（４）平成３１年度入学試験等の状況について

＞平成２７年度から平成３１年度までの一般・社会人・機関推薦全体の入学試験の出願者数・受験者数・入学者数について、室蘭市・登別市・伊達市３市内の各出身高等学校別、３市以外の出身高等学校別に分類。
＞平成３１年度の状況
室蘭市内６校では、出願者５８名、受験者５６名、入学者３３名。
登別市内２校では、出願者　７名、受験者　７名、入学者　２名。
伊達市内２校では、出願者　９名、受験者　９名、入学者　４名。
＞室蘭市・登別市・伊達市３市内の合計は、出願者７４名、受験者７２名、入学者３９名。
３市以外の合計は、出願者４４名、受験者４２名、入学者８名。
＞全体の合計は、出願者１１８名、受験者１１４名、入学者４７名。
＞前年度の入学試験結果と比べ、出願者数、受験者数、入学者数とも前年を大きく下回る結果。
＞平成３１年度入学者内訳は、３市の高校出身者が全体の８２．９％、３市以外が全体の１７．１％となっている。
＞入学者数については、入学生確保の取り組み強化の一環として実施したホームページの改変による学校ＰＲの強化、合格者基準の見直しを実施しましたが、平成３１年度入学試験においては期待された効果はもたらされなかった。

＞一般・社会人・機関推薦の入試区分別の状況について
前年度入試と比較すると平成３１年度入試の特徴として、機関推薦入試における出願者・受験者・入学者が機関推薦入試の制度が創立以来、初めて定員４０名を割り、入学者が３２名となった。

＞入学者数の減少は本学院だけに限らず、近隣の看護師養成所でも同様に減少がみられるとはいえ、将来的には安定的に看護師を輩出していくことが難しいことも想定される。
事務局としても今後より一層、関係機関と連携を密にし地域全体で取組んでいかなければならないものと考えている。

【事務局】　山本学務課長　
■（５）平成３０年度予算執行状況及び令和元年度予算概要
＞平成３０年年度の歳入の決算額は、平成３０年度全体の歳入予算総額１０９，４８７，０００円に対し、平成３０年度全体の歳入決算総額は９４，３１５，０９６円で、１５，１７１，９０４円の減収となっている。

減収の大きな要因は、使用料のうち授業料について当初予算額として５６，４００，０００円を見込んでいたが平成３０年度決算額は、４６，２７２，０００円となり、これは年度中の退学者や休学者等の発生と、当初入学者数を入学者定員８０名で見込んでいたものの、最終的には平成３０年度入学者が６１名であったことによる影響。当該年度予算比で１０，１２８，０００円の歳入減となった。

＞平成３０年度歳出の決算額、平成３０年度全体の歳出予算総額２０６，８８９，０００円に対し、平成３０年度全体の歳出決算総額１７９，６６１，４１５円となっており、２７，２２７，５８５円の支出減となった。
＞平成３０年度歳出決算額については、例年通りの執行状況にある中で大幅な減支出の要因となった人件費は、当初予算額として１５３，９３１，０００円見込んでいたが、人事異動等に伴う正職員配置1名とハローワークを通じて嘱託職員の求人募集をしたが実習指導補助員２名分が未配置であったこと、働き方改革による事務改善見直し等による時間外勤務手当の圧縮効果等により、平成３０年度予算比で１８，２７０，０００円ほどの支出減となった。

＞令和元年度各項目別の歳入予算について説明。

使用料としての授業料は、３学年全体２０５名分で５２，５８４，０００円、学生ホールで使用する３台の自動販売機に係る電気使用料・携帯会社２社への通信設備設置のための土地・建物使用料等の目的外使用料として１７４，０００円、手数料として入学金が４，０００，０００円、同じく手数料として入学試験料が１，７９０，０００円、諸収入として奨学金貸付金元金収入が１８０，０００円、運営負担金等の諸収入として雑入（負担金ほか）は４５，１７４，０００円、スポーツ団体等への体育館の一般開放による使用料として雑入（その他）２２１，０００円、令和元年度歳入予算としての総額は１０４，１２３，０００円を計上している。
＞対平成３０年度歳入予算比は、５，３６４，０００円の減となっている。

＞令和元年度各項目別の歳出予算ですが、人件費は１３９，４５１，０００円、施設運営管理経費が２１，３４４，０００円教材教具費が２，３８４，０００円、その他教務経費が４，０４２，０００円、看護実習経費５，６４５，０００円、研修経費２，５８７，０００円、学生健康診断料１，７９９，０００円、一般事務経費他が９４４，０００円、病院会計への繰出金２，２７８，０００円。令和元年度歳出予算としての総額は、１８０，４７４，０００円。
＞対平成３０年度の歳出予算比で２６，４１５，０００円の減となっている。

＞参考までに、備考欄には学生一人当たりの定員経費を示している。

【金戸会長】

＞ありがとうございました。ただいま説明のありました（１）から（５）について、ご質問はありませんか。

【委員】
＞異議なし

【金戸会長】　
＞ありがとうございました。

＞続きまして、会議次第の協議事項（１）令和２年度学生募集要項（案）について事務局から説明をお願いします。

【事務局】山本課長

■（１）令和２年度学生募集要項（案）について
＞試験日時等詳細について

試験区分ごとの試験日時・願書受付期間について

○社会人入試

・試験日　令和元年１０月１２日（土）　・願書受付　令和元年９月１７日（火）～９月２６日（木）までの土日祝祭日を除く７日間

○一般入試

・試験日　令和２年１月９日（木）・１０（金）　・願書受付　令和元年１１月１８日（月）～１２月６日（金）までの土日祝祭日を除く１４日間

○機関推薦入試

・室蘭市医師会の理事会で日程を決定する。現時点では未定。

＞試験日時、願書受付期間欄それぞれの点線の下は、昨年度の日程となっている。

＞合格発表等は、令和２年１月２０日（月）午前９：００

　発表方法は昨年度実施時と変更なし。

＞社会人入試合格者については、令和元年１１月１１日（月）合格通知書を発送予定しているが、一般入試・機関推薦入試合格者と合わせて令和２年１月２０日（月）９：００に発表。発表方法等は昨年度実施時と変更なし。

＞資料下段参考までに、平成２９年度から平成３１年度までの過去３ヶ年の一般および機関推薦入試出願者の新卒と過年度卒の割合について示している。

【金戸会長】

それでは、令和２年度学生募集要項（案）については、原案どおりすすめることとしてよろしいでしょうか。

【委員】

＞異議なし

【金戸会長】
＞最後にその他でございますが、事務局から何かございますか。

【事務局】山本課長

＞事務局より「３　その他」として、来年度より施行予定の「高等教育無償化の制度」について概要を説明。
＞「高等教育無償化の制度」に関する法律案については、通常国会で提出されすでに法案が成立し、来年４月からの支援措置実施にむけて準備が進められている。
高等教育無償化の趣旨、低所得者世帯であっても大学等で就学することができるよう、経済的な負担を軽減させるための措置として創設。

制度の概要、支援対象となる学校種は大学をはじめ大学院が該当となり専門学校までが対象。

＞支援内容、①授業料等の減免制度の創設、②給付型奨学資金の支給の拡大

②の給付型奨学資金の支給に関しては既に平成３０年度より運用開始。本学院も現在、２年生２名、１年生４名が活用。日本学生支援機構より対象学生に給付されている。

支援対象となる学生に関しては、住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の学生。各世帯の所得額に応じて、一部支援額に段差を設けられる予定。
＞実施時期は、２０２０年度４月からを予定。２０２０年度の在学生から対象。

＞財源に関しては、授業料、入学金の減免に係る費用の負担者は、本校のような公立学校は都道府県・設置母体となる市町村とし、負担割合は全額となる交付税措置となる見通し。
＞時間の制約上、詳細については２ページ以降に詳しく記載あり。

＞今後のスケジュールについて、私立の学校については制度の適用要件が厳しく既に施行に向けた申請の準備が始まっているようだ。

＞本校をはじめとする公立学校については、道からの正式な通知等案内を受けていない状況。

＞今後のスケジュールの進行具合が定まっていない不透明な状況ではあるが、取り急ぎ情報提供をさせていただきました。
【金戸会長】
＞ありがとうございました。ただいまの「高等教育無償化の制度」について、何かご質問等はございませんか。

【委員】

＞なし

【金戸会長】金戸

＞ありがとうございました。

その他、学院の運営等について何か御質問あるいは、ご意見はございませんか。
【委員】

＞なし
【金戸会長】
＞ありがとうございました。本日の会議はこれにて終了いたします。
